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国の取り組み（避難所環境の整備） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社協 おたり 

No. 9３   R４.１０.５ 

発行人 社会福祉法人 

小谷村社会福祉協議会 

小谷村大字中小谷丙 2544 の 3 

TEL 0261-82-2430 

 

「社協おたり」は共同募金配分金で 

発行しています。 

 

 

 

 

防災特集  

新型コロナウィルス発生から 3 年。いま、災害が起きたらどうなる？ 

避難所は？3 密どうするの？ 具合悪くなったら？ 

ボランティアって来てくれるの？ コロナを持ってこない？ 

 

第 23回 大北ブロック 

ボランティア地域活動フォーラム 
 

 

 コロナ禍を迎えて3年目、今こそ支え合い！何ができるかを一緒に考えよう‼ 

10/20 
13：30〜15：45 
参加費：無料 

 

第1部 基調講演 

気にかけあうつながりが地域を救う 

～正しく恐れて楽しく集おう～ 

講師：ご近所クリエーター 

         酒井 保 氏 

第 2 部 各市町村の活動紹介 

 

 

●小谷村 

●白馬村 

●大町市 

●池田町 

●松川村 

 

主会場：松川村多目的交流センター 

「すずの音ホール」 

小谷会場：小谷村福祉センター 

        「せせらぎ」広間 

 

           講師：ご近所福祉 

クリエーター 

          酒井 保  

【プロフィール】 

１９６１年 広島生まれ。知的障がい者施 

設職員、社会福祉協議会福祉活動専門員、 

 認知症グループホーム・小規模多機能施 

設の施設長職を経て、２０１４年８月に 『ご近所福祉クリエイショ

ン』を創設（主宰）。講演・ 執筆活動を行っている。イラストレータ

ーとしても活動中。『つながりを切らない 情報・交流ネットワーク』

https://www.t-net.online/ に「週刊マンガつながる通 信」を掲

載。  

 主な著書；「見守り活動」から「見守られ活動」へ [CLC 発行] 元

気を生み出す！ご当地サロン／新しい総合事業大見本市［CLC発行］ 

生活支援コーディネーターと協議体（共同執筆；マンガ・イラスト）

［CLC 発行］コロナ下で考える気にかけ合う地域づくり（共同執筆）

[CLC 発行] 番外；週刊朝日に連載のマンガ「ヘルプマン！！[取材

記]」（くさか里樹／朝日新聞出版）に酒井保本人として登場。 

 

 

お申込み・お問い合わせ   小谷村社会福祉協議会    ☎０２６１―８２―２４３０ 

主催：大北ブロックボランティア地域活動フォーラム実行委員会・大北ブロック市町村社会福祉協議会 

後援：長野県社会福祉協議会 

 

 

 

 

ペットとの避難 

環境省からガイドライン

が出されています。 

 

 

仮設トイレの数の確保やシャワー

室の設置の対応もされています。 

仕切りやテントを使っ

たプライベートエリア

の確保。距離も確保し

つつ… 

 

今時の避難所はこのように考えられています。【避難所レイアウトの例（内閣府）】 

 

 

長野県危機管理防災課では「避難所 T(ﾄｲﾚ) 

K(ｷｯﾁﾝ)B(ﾍﾞｯﾄﾞ)環境向上ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」の取り 

組みが進められています。 
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フードドライブ統一キャンペーン 
10 月は食品ロス削減月間 

食品の寄付にご協力をお願いします！ 

全国で発生する食品ロスは年間約 522 万トン！ １人１日あたりでは、 

ご飯茶碗１杯分（約 113ｇ）にもなるのだそうです（令和２年度農林水産省） 

コロナ禍が続くなかで、生活に困窮する家庭が増加し食料支援の輪が広がっています。 

お家にある食品の内、賞味期限までに食べきれないものなどありましたら、フードドライブに寄 

贈してみませんか？ 

集中募集期間 令和４年10月１日(土) ～10 月31 日(月) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【募集する食品】 

米（2021～2022 年度産まで） 

缶詰、レトルト食品、カップ麺、お菓子 

余剰食品、災害備蓄食料、 

季節商品   等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※寄付いただく際は 

次のことに注意してください 

・賞味期限が１ヵ月以上あるもの 

・未開封のもの  

・日本語で表記されているもの  

・常温保存できるもの 
 

  

 

食品の受付場所：小谷村社会福祉協議会（82－2430）吉田 

常設受付会場 

※ 長野県では、常設の受付会場及びイベント

会場を開設しています。詳しくはホームペ

ージをご覧ください。 

「もったいない」を 

「ありがとう」に 

してみませんか 

 

 

第 35回  小谷村社会福祉大会 

開催日時  令和 4年 10月 29日（金）  13時～ 
（午後 12時 30分受付） 

会   場  おたり開発総合センター多目的ホール 

大会テーマ 「人と人とがつながり、支え合う地域づくり」 

感染対策をして、開催いたします。マスク着用、手指消毒などにご協力ください。 

※お米はモミか玄米がありがたいです。 

集まった食品の流れ 
どなたでもご寄付いただけます 

フードバンク活動団体 

個人の皆様 企業の皆様 
食料の提供 

寄付 寄付 

支援が必要な方へ 

失業者、生活に困っている方、 

ひとり親、介護中の家庭、学生など 

 

 

子供支援団体へ 

     信州子供カフェなど 

       子供の居場所 

 

      

ご寄付をありがとうございました。 

 No.91 号 No.92 号でお願いをしておりましたバスタオルですが、たくさ

んのご寄付をいただきありがとうございました。大切に使わせていただきま

す。 

 色柄のタオルは引き続き募集しております。よろしくお願いいたします。 
 

       

赤い羽根 共同募金にご協力ください 

赤い羽根共同募金は地域の高齢者や障害のある人、子供や家族などのための様々 

な地域福祉活動を支える‘じぶんの町をよくする仕組み’です。 

小谷村では高齢者支援のほか、身体障碍者協議会、知的障害者育成会の活動支援 

、小中学生の福祉体験、福祉大会などに利用され 

ています。また、広域での活動支援としては、自然 

災害や新型コロナウィルス感染による影響を受ける 

方たちの支援にも使用されています。 

本年度も地区連絡員さんに取りまとめをお願いいたします。 

 令和３年度ご協力いただきました法人の皆様             （順不同） 

(有)安春電気商会 様      糸魚川重機工業(株) 様   (株)今井工務店 様  

大糸木材(株)  様         小谷建設㈱  様      (株)おたり振興公社 様 

金森建設(株)小谷営業所 様   (株)北野    様       (株)国広建設  様 

大北法人会小谷支部  様   栂池観光開発(株)  様    中田石油(株)  様 

(株)白馬館  様        (株)姫川プラント  様    (株)鷲沢建設  様 

ご協力ありがとうございました。  


